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序

当埋蔵文化財センターが設立されましてから、 8年を経過いたしました。この間、

1988年度までに当センターが発掘調査を行ってきました遺跡は、1982年度10遺跡、83

年度 7遺跡、84年 度 8遺跡、85年度 9遺跡、86年度 8遺跡、87年 度16遺跡、88年度13

遺跡にのばってお ります。また、発掘調査報告書もすでに50冊を刊行いたしましたが、

これらの内容は先土器時代から中 。近世までと幅広く、これまで本県では未解明であっ

た部分の解明に役立つものと信 じてお ります。また、遺跡調査発表会の開催や収蔵資

料の貸 し出しなど県内外に、本県の歴史をひろく理解 していただくための啓蒙普及活

動も行って参 りました。

本書は1989年 度に当埋蔵文化財センターが行った発掘調査および試掘 。分布調査の

概要と遺跡調査発表会等の事業概要を報告するものであ ります。今年度は11遺跡の発

掘調査と3事業にかかわる試掘調査を行いました。とくに八代町の身洗沢遺跡では、

待望久 しい弥生時代の水田が確認され、さまざまな植物性遺物、たとえば未炭化の種

子類や木製農具などが良好な状態で出土いたしました。これまで県内では低湿地の調

査例があまり無かったため、低湿地での遺跡の存在は勿論、このような良好な状態で

の遺物の出土も確認されていなかった訳であ ります。身洗沢遺跡の調査成果は今後の

遺跡調査の方向性を左右する重要な発見と言えるものであ ります。また、県内の市町

村が実施いたしました発掘調査も大きな成果を上げてお ります。

現在、県内では中部横断自動車道や リエアモーターカー新実験線の建設が決まり、

着工に先立つ大規模な事前発掘調査が予定されてお ります。また、都心の地価高騰に

伴い、地方への企業進出が一段と激 しくなるなか、県内でも開発に拍車が掛かってお

ります。発掘調査も当然のことながら年々増え続け、逆に遺跡は確実に減 り続けてお

ります。遺跡は先祖の遺産であ り、私達のかけがえのない財産であ ります。本書が多

くの方々に利用され、遺跡の理解と保存にいささかでも寄与できれば幸甚であ ります。

1990笞竿3月

山梨県埋蔵文化財センター

所 長 磯 貝 正 義
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例

1.本書は、1989年度の山梨県埋蔵文化財センターの事業をまとめたものである。

2.本書の編集から刊行までの作業は、年報編集担当長沢宏昌、高野玄明が行った。

3.今年度の発掘調査一覧および資料の掲載は2月 末日現在で集計したものである。

4。 第H章に使用した遺跡位置図は 1/25,000地 形図である。

職 員 組 織

職員組織は以下のとお りである。今年から課制が しかれ、総務課 と調査研究課が設置された。

磯 貝 正 義

次   長   平 賀

総務課課長   平 賀

調査研究課課長 森
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芹 尺
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副主査・ 文化財主事  新 津   健

主 任・文化財主事  小 野 正 文

(釈迦堂遺跡博物館組合へ派遣 )

主 任・文化財主事  八 巻 興志夫
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1 1989年度の事業概要

1 発掘調査

今年度は11遺跡の発掘調査 と3事業にかかわる試掘調査を行い、その総面積は130,000m2に及

ぶ。調査の原因は道路建設 8、 ダム建・121、 公園造成 2、 植栽工事 と、学術調査 2と なっている。

調査は 5月 初旬から12月 下旬まで行われ、12月 以降を整理期間 とした。各遺跡の概要については

H章で述べることとする。

2 整理事業

今年度は以下の整理を行った。

3 発掘調査報告書

今年度は以下の報告書を刊行 した。

血 遺 跡 名 発掘年度 事 業 名

1 大輪寺東遺跡 1989 旭ノミィパス建設

獅子之前遺跡 1989 塩山バイパス建設

塩川遺跡 1989 塩川ダム建設

身洗沢遺跡 1989 県道石和石橋線建設

5 湯沢遺跡 1989 峡北中核工業団地植栽工事

6 中込遺跡 1989 八 ヶ岳広域農道建設

長田口遺跡 1989 富士川西部広域農道建設

8 甲ツ原遺跡 1989 県道八 ヶ岳公園線建設

9 東山南遺跡 1989 甲斐風上記の丘・ 曽根丘陵公園

10 宇津谷諏訪神社窯跡 1989 生産遺跡詳細分布調査

川田瓦窯跡 1989 生産遺跡詳細分布調査

12 甲西バイパス地域内試掘調査 1989 甲西バイパス建設 (中部横断自動車道になる)

13 キャンプ場予定地試掘調査 1989 甲斐風土記の丘・ 曽根丘陵公園

14 八 ヶ岳東南麓遺跡他分布調査 1989 八 ヶ岳広域農道建設

15 丘の公園第 5遺跡 1988 丘の公園

16 上の平遺跡 1979^V1981 甲斐風土記の丘・ 曽根丘陵公園

血 報 口 名圭

第 51集 山梨県生産遺跡分布調査報告書

第 52集 中込遺跡

第 53集 大輪寺東遺跡
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第 54集 桜井畑遺跡 (A・ C地区)

第 55集 身洗沢遺跡 。一町五反遺跡

第 56集 丘の公園第 5遺跡発掘調査報告書

第 57集 湯沢遺跡

第 58集 城下遺跡 。原田遺跡

4 収蔵資料の貸し出し及び掲載

今年度は以下の収蔵資料を貸 し出した。

No 貸し出し期間 申 請 物 件 名 申 請 者 名 用 日 的

1 4.15～ 6.16 ―の沢西遺跡出土動物把手付深鉢2点

″   顔面把手付深鉢1点

″   動物把手5点

″   土偶2点

市立名古屋科学館

中日新聞本社

「人類誕生400万年」展に展示のため

6.19-8,10 同上 中日新聞本社 同上 (福井県立博物館での同展)

7.1-9.20 竜王2号墳出土馬具6点

四ツ塚古墳群4号墳出土馬具1点

″  12号古墳出土馬具2点

竜王2号墳出土馬具写真1点

″  石室正面写真1点

四ツ塚古墳4号墳出土馬具写真1点

″     墳丘正面写真1点

″  12号墳出土馬具写真1点

八戸市教育委員会 「いにしへの東日本」に展示のため

4 8,16～ 10.4 赤鳥元年銘神獣鏡1面 (複製) 奈良国立博物館 発掘された古代の在銘遺宝に展示のため

6.9～ 7.18 安道寺遺跡出土縄文土器3点

殿林遺跡出土縄文土器写真1点

金の尾遺跡出上弥生土器3点

二の官・姥塚遺跡出土平安時代土器5点

西田遺跡遺構写真2点

塩山警察署内展示資料一括12点

塩山市教育委員会 塩山市歴史民俗資料室第29回企画展に

展示のため

9。 18-11,13 笠木地蔵遺跡出土尖頭器2点

弥二郎遺跡出土切出形石器1点

丘の公園14番 ホール遺跡出土石器4点

丘の公園第1遺跡出上石器ほか17点

丘の公園第2遺跡出土石器ほか87点

丘の公園第5遺跡出土石器ほか2点

丘の公園第6遺跡出土石器ほか5点

釈逝堂遺跡博物館 特別展「山梨の生い立ち」に展示のため
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NQ 貸し出し期間 申 請 物 件 名 申 請 者 名 用 的

立石遺跡出土石器42点

天神堂遺跡出土石器20点

釈迦堂遺跡博物館 特別展「山梨の生い立ち」に展示のため

7 9.12-11,14 金生遺跡出土硬玉製大珠1点

″    垂飾2点

天神遺跡出上硬玉製大珠1点

丘の公園内遺跡出土水晶1点

丘の公園内遺跡出土ナイフ形石器2点

竜王3号墳出土切子工2点

″   勾玉2点

″   管玉2点

亀甲塚古墳出土管玉1連

甲府商工会議所 甲府博覧会「宝石館」に展示

11.2～ 11.4 塩川遺跡出土縄文土器

″   刀鍔

″   人骨写真

須玉町教育委員会 町文化祭に出展のため

12.20-1.31 稲荷塚古墳出土馬具7点

豆塚遺跡出土土馬ほか2点

土馬模型5点

馬の線刻画写真ネガ1点

竜王2号墳出土飾り金具写真ネガ1点

甲斐茶塚古墳出土鐙写真ネガ1点

第5回特別展写真ネガアルバム1点

釈迦堂遺跡博物館 「甲斐の馬の歴史」展に展示のため

今年度は以下の収蔵資料の掲載許可申請があ り、許可 した。

No 日付 申 請 物 件 名 申 請 者 名 オ! 用 的

1 一の沢西遺跡出土動物把子付深鉢 市立名古屋科学館 『人類400万年展』のポスター・チラン・図録に

掲載のため

―の沢西遺跡発掘状況 同上 同展の展示パネルに使用

金生遺跡のイノンシ下顎骨出土状況 毎日新聞社 『日本のあけばの』に掲載のため

釈迦堂遺跡群出土土偶一括写真 毎日新聞社 6月 18日 付日躍版「発掘の迷路を行く」に掲載の

ため

銚子塚古墳航空写真

丸山塚古墳竪穴式石室写真

読売新聞社 『みえてきた古代史の謎』に掲載のため

釈迦堂遺跡群出土土偶一括写真 旺文社 『図説学習 日本の歴史』(全 8巻 )に掲載のため

7 金生遺跡配石遺構写真 角川書店 『日本文明史』第2巻に掲載のため

天神堂遺跡出土石器写真1点

丘の公園14番 ホール遺跡出上石器写真1点

ヤ石潰跡出十ナイフ形石器写真1点

アル′ミ 『県別歴史シリーズ・山梨県』に掲載のため
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NQ 日付 申 請 物 件 名 申 請 者 名 用 的

金の尾遺跡方形周濤墓写真1点

金の尾遺跡出土炭化米写真1点

上の平遺跡出土粗跡付土器写真1点

加牟那塚古墳横穴式石室写真1点

9 一の沢西遺跡出土土器写真5点 紀行社 『クロエック日本史』に掲載のため

金生遺跡配石遺構写真1点 集夫社 『ジュエア版 日本の歴史』第1巻に掲載のため

釈逝堂遺跡群出土土偶集合写真1点 紀行社 『クロニック日本史』に掲載のため

金生遺跡配石遺構写真1点 PHP研究社 『歴史街道』12月 号に掲載のため

姥塚遺跡調査風景写真1点 一官町教育委員会 『大原遺跡調査概報』に掲載のため

3.1 金生遺跡配石遺構写真1点 集英社 『日本の遺跡なんでも辞典』に掲載のため

5 遺跡調査発表会

当埋蔵文化財センターでは、県内で発掘調査された遺跡の うち、主なものについて山梨県考古

学協会 と共催で毎年 2回の遺跡調査発表会を実施 している。今年度は以下の 8遺跡について行っ

た。また、下半期の発表会では、本年度の県内埋蔵文化財の調査と保護について、県文化課から

報告が行われている。

01989年度上半期遺跡調査発表会概要 (9,30 於山梨学院大学 )

1.古屋敷遺跡  富士吉田市大明見字古屋敷

市史編纂事業に伴い調査された。各土層 と遺物の帰属時期の把握、遺物 と火山堆積層 との関

係を明らかにするとともに、早期の住居址 5軒竪穴状遺構 2基などあ遺構を確認 した。遺構は

かな り濃密に集中 してお り、該期の大規模な集落の一部と推定される。また、土器はこれまで

確認されている早期後葉の資料 とやや様相を異にし、客体 として混ざる野島式土器に併行する

新形式の可能性が考えられる。

2。 大原遺跡  東八代郡一官町坪井字大原

工業団地造成に伴い28,000m2が緊急調査された。古墳時代～平安時代にかけての住居址358

軒、土羨14基、祭祀遺構 3基、集石遺構 3基が確認された。この調査では一部を盛 り上保存 し

てお り、その部分や周辺を含めると、数百軒の住居址群が想定され、県下でも有数の大規模集

落であると推定される。膨大な量の出土遺物があるが、特に「玉井郷長」の墨書は『和名抄』

記載の郷の うち山梨郡玉井郷が一宮町坪井～石和町平井にかけての地域であることを実証 した

資料 と言えるものである。

3.武田氏館跡範囲確認調査  甲府市古府中町・屋形 。大手・ 岩窪町

一昨年 より始められた、館を中心 とする城下町の範囲と実態を確認するための調査である。

今回は数 ヵ所で トレンチ調査を行い、井戸跡や水路跡が確認され、甲府城下にもかな りの井戸

が存在 して生活用水に充てられていたことが明らか となった。

4.大輪寺東遺跡   18頁参照
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01989年度下半期遺跡調査発表会 (3.17 於甲斐風上記の丘研修センター)

5。 宮の上遺跡  東山梨郡勝沼町

1984年 の調査に続 く、第 2次調査である。今回は駐車場造成に伴 う事前調査 として2,400m2

が調査され、縄文中期の住居llL23軒が確認された。土偶 も非常に多 く、 1軒の住居址から20数

個の出土例 もある。また、10Cmを超えると推定されるパン状決化物が出土するなど、出土遺

物 も興味深い。前回の調査内容や周辺の遺物の散布状況などから、100m四 方以上の規模で集

落が展開すると推定されてお り、釈迦堂遺跡群に類する有数の規模の遺跡であろ う。

6。 身洗沢遺跡  24頁参照

7.長 田 (ち ょうた)古墳群  東八代郡御坂町下黒駒

工業団地造成に伴い3,000m2が調査され、 3基の後期古墳が確認された。 このうち、 1号墳

は直径30m程の円噴で、 8mを超える石室であることが明らか となった。県内の後期古墳でも

大規模な部類に入るものであ り、石室構造から6世紀初頭に位置付けられる。鉄鏃や須恵器片

などとともに馬具が出土 してお り、近接の四 ッ塚古墳群や国府築地古墳群などと様相を異にし

ている。

8。 中村道祖神遺跡  北巨摩郡明野村浅尾

県内では数少ない中世遺跡の調査。画場整備に伴い、4,000m2が調査された。鎌倉～室町期

にかけての地下式土竣105基 、土拡墓14基、建物跡などを確認 した。地下式土壊の うち、20基

ほどからは人骨のほか、古銭や内耳土器、灯明皿などの生活用品も出上 している。地下式土羨

が墓であることが明らかにされたが、推定30ア ールにもおよぶ広範な地域に100基 以上が集中

する状況は非常に希であ り、これを構成 した「集団」の性格が興味深い。
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Ⅱ 各遺跡の発掘調査概要

1.宇津谷・諏訪神社窯跡

所 在 地 北巨摩郡双葉町宇津谷字藤塚

1016-1 諏訪神社境内

事 業 名 生産遺跡詳細分布調査 (第 3年

次 )

調 査 期 間 1989年 11月 14日 ～27日

調 査 面 積 50m2

担 当 者 末 木   健

本窯は1989年度に調査 した宇津谷・ 峠の腰

窯の南側で、茅 ヶ岳南の山麓末端の標高363

mに立地する。この窯は諏訪神社の境内地にあることから、その社の名前を とって命名している。

窯の規模は全面調査の結果ではないので正確ではないが、1989年 11月 14日 ～27日 の間試掘調査

した結果では、全長15m、 窯底幅1.58mの登 り窯である。窯壁はほば垂直に立ち上が り、壁面は

養の口縁部を レンガ状に積み上げて構築されている。現存する窯壁は窯底部より85cm～95cm残 っ

ているが、天丼は総て崩落 している。窯内部に壁面を構成する甕口縁部があまり落ち込んでいな

いことから、天丼は竹を編んだ上に粘土でおおった構造を していたものであろ う。傾斜を強 くす

るために北側に盛 り上を し、窯の両側にも土を盛 り上げている。また、窯に斜面からの表流水が

かからないように、西側にV字濤が掘 られている。濤は幅170cm、 深 さ90cmである。窯の東側

は全体が低 くなってお り、特別な濤を掘らなかったか、あるいは幅広い濤であったのか明らかで

ない。出土品は釉のかかった茶碗などが多 く、江戸時代の甲斐国地方窯の中では、最も優れた焼

き物を生産 していたと言 うことができ、現存する県内の登 り窯跡 としては、撮存状態が最も良い

窯である。

本窯跡は『 甲斐国志』の巻百二十三付録第五に「甕」北山筋ノ宇津谷村武川筋 ノ下条南割ニテ

造ルハ水甕に用イル」 と記載された宇津谷・ 峠の腰窯 と同一職人集団によって、ほぼ同一時期に

操業された。これ らの窯に関 しては、『 甲斐国志』の他にも、同地区にある天香山妙善寺所有文

書の年貢割付帳に、文化 9年～文政 8年 までの14年間瓶焼運上の記載が見える (双葉町文化財審

議委員保坂吾良吉氏調査)。

なお、この調査には諏訪神社総代の方々をは じめ、町郷土研究会、町文化財審議会、町教育委

員会の多大なる協力を得た。

宇津谷・諏訪神社窯位置図
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宇津谷・ 諏訪神社窯調査前全景

全  体
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2.川田瓦窯跡

期 間

積

担 当 者

本調査は文部省の補助金を受けて、県内の
川田瓦窯位置図

窯跡の分布を調べているもので、本年は 3年

次で、この調査の最終年度である。

本遺跡は、甲府市の東部の川田町にあ り、275mの 微高地に立地 している。西方約400mに は、

昨年度に調査 した上土器窯跡があ り、付近一帯が古代よりの窯業地帯 と想定されている場所であ

る。また、近代には瓦の生産地 として有名であ り、た くさんの窯場が軒を連ねていた。このよう

に窯業の盛んな地域 となった原因は、この土地の粘土が良質で、包蔵量も多いことによるという。

表上の下は赤褐色粘土があ り、これを焼き物に使用 した。

調査は、畑の南川に L字形に 2本の トレンチを設定 し、これを無遺物層まで掘 り下げた。この

結果、 2本の トレンチからは瓦・土師器が出土 し、一部には焼土や炭なども検出できた。瓦の出

土状態から、畑の南を通 っている現在の水路が、かつては畑を斜めに横切るように流れてお り、

この縁に沿 って、窯が数基築かれていた事が判明した。瓦は軒丸瓦、平瓦、九瓦があ り、このほ

か レンガ状の尊なども出上 している。瓦の出土範囲は一定の方向を示 してお り、砂利なども含ん

でいることから、これ らの遺物は水路に落ち込んだ為に、近世の粘土採取から免れたものと考え

られる。

川田瓦窯跡は、1948年 に中島正行氏によって発見・ 報告された遺跡で、このときは水路中から

軒丸瓦や鶏尾、平瓦、九瓦、尊を採集 し、窯の中で溶着 した平瓦や、焼 き歪みのある軒丸瓦が出

上 している。川田瓦窯跡の瓦は、春 日居町寺本廃寺の出土瓦 と同質であるので、寺本廃寺に供給

するために創業されたと見て良いであろ う。窯の構造は、削平されているので明らかではない。

寺本廃寺の創建推定年代が、AD670年 と言われているので、年代的には登 り窯の可能性が高い。

しか し、現在ブ ドウ園となっている微高地は、水路縁 よりもlm程度 しか高さが無いので、登 り

窯を築 くのには若千低いような気がする。本窯が平窯だったのか、あるいは微高地が削平されて、

低 くなっているのか、今後追求 しなければならない。仮に、平窯であったとすれば、畿内の平窯

発生が藤原官造営の690年 以降 と言われているので、寺本廃寺の築造年代にも影響が生 じてくる。

甲府)il田 Hr245-2

生産遺跡詳細分布調査 (第 3年

次 )

1989年 11月 21、 22日

6m2

末 木   健

調 査

面

川田瓦窯位置図
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川田窯 トレンチ設定

I号 トレンチ瓦等出土状況

調査風景

(車の奥のブ ドウ園が旧地形)

―

‐

―

キ ー

キ ー

キ ー

キ ー

キ ー

、1号 トレンチ
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おさだぐち

3.長田口遺跡

所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

中巨摩郡櫛形町平岡地内

富士川西部広域農道建設事業

1989年 10月 23日 ～12月 27日

1,700m2

浅利司、保坂和博

本調査は、櫛形町平岡字長田口地内におけ

る富士川西部広域農道建設に先立って昨年度

から3ヵ 年計画で行われた調査である。

本遺跡は、甲府盆地西縁の櫛形山の東麓に広がる市之瀬台地上、標高約440mに 立地 している。

昨年度の調査では縄文時代～古墳時代初頭にかけての各種の遺構が確認されてお り本遺跡の一端

が明らかにされている。

今回の調査は、昨年度調査を行 った地点の北側にあたる幅12m、 長さ170m程の範囲において

実施 した。また、発掘区内においては1.Om四方で深さ0.3mの 調査坑を4.Om間隔で23ヵ 所設定

し、先土器時代の遺物の有無を確認 した。

調査の結果検出された遺構は、竪穴住居址11軒、小竪穴状遺構 1軒、土羨24基、濤状遺構 4条、

集石遺構 3基である。

縄文時代の遺構は、竪穴住居址 4軒、土羨24基 、単独埋甕 1基、集石遺構 3基が検出されてい

る。 4軒の住居l■は共に攪乱等により、 しっか りしたプランはとらえられなかった。 しか し、 7

号住では床面において焼土が広範囲に確認され、焼失住居 と考えられる。また、 8・ 9号住から

は、埋甕炉が検出され、前者は五領 ヶ台式、後者は新道式の上器が使用されている。上壊は、ほ

とんどが不整円形を呈 し、規模は径0,8～ 1.8m、 深さは0。 3～ 1.2mと 一定 しない。遺物は各土壊

で出上 してお り、中でも17号土羨からは意識的に胴下半部を切 り落 とした と思われる曾利式後期

の上器が逆さの状態で検出されている。単独埋甕も曾利式後期のものである。 3基の集石遺構は、

共に覆上の状態から判断 して縄文時代 と考えられる。

弥生時代末から古墳時代初頭にかけての遺構は、小竪穴状遺構 1軒、竪穴住居llL 7軒が検出さ

れている。小竪穴状遺構は、プランは隅丸方形を呈 し規模が3.1× 2.7m、 床面までは約0.4mを

測る。床面には横倒 しの状態で台付甕 と重が出土 してお りこれ らの遺物より弥生時代末頃 と考え

られる。 7軒の竪穴住居l■ は、いずれ も攪乱及び調査区外へのびているためにしっか りとしたプ

ランはつかめなかったが、13・ 17号住は現状においても規模が 8× 6mを測 り大型のものであ り

注 目された。

中世以降の遺構は、濤状遺構 2条、道状遺構 2条が検出されている。 5・ 6号濤は、並行 して

走 り、それぞれの規模は 5号蒔は幅1.8～ 2.4mで深さは平均で0。 9m、 6号濤は幅3.6～ 5。 2mで

長田回遺跡位置図
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深さは平均で1.6mで ある。出土遺物は、 5号濤からは熙寧元宝等 2枚、鏡片 1枚、 6号濤から

は永楽通宝・元豊通宝等20枚 、青磁器片が検出されている。鏡片は鉦の部分がなく4分の 1位 の

円弧形を呈する。復元径は11.4Cmぁ り、平縁の内側には斜行櫛歯文帯があ り、端部は研磨 し平

縁の両端部にそれぞれ穿孔がある。鏡式は内行花文鏡 と考えられる。 これ らの濤は、享保20年

(1735)の 絵図面に描かれている用水路である可能性が高 く、中世以降の市之瀬台地上の開発の

歴史を探る端緒となるものである。道状遺構は、 2条確認されているが連続するものと考えられ、

これ らの遺構からは少数の近世陶磁器片が出上 している。

なお、今回の調査で注 目すべき点としてナイフ型石器が検出されたことが上げられ、県内では

数例 しか発見されておらず、今後の先土器時代研究の貴重な資料 となるものである。

9号住居址 17号土横遺物出土状況

9号住居址埋甕炉

一- 11 -―

石器実測図



かぶ  ばら

4.甲 ッ原遺跡

所 在 地 北巨摩郡大泉村西井出字大林

8869-1珀也

事 業 名 県道八 ヶ岳公園線工事

調 査 期 間 1989年 11月 6日 ～12月 12日

調 査 面 積 500m2

担 当 者 山本茂樹、森原明廣

本遺跡は、甲府盆地の北西にある八 ヶ岳を
甲ッ原遺跡位置図

形成する赤岳 。権現岳の南麓にあ り、標高は

800m前後のなだらかな南傾斜地に位置する。

遺跡は、東側に油川、西側に甲川の両河川に挟 まれ、周辺は開墾され畑地 となっている。

今回の発掘調査は、県道八 ヶ岳公園線建設工事に先だって遺跡分布調査により遺物が確認され、

遺構の存在が予想できることから事前調査を行った。

調査区域は山林地帯で、根による攪乱が著 しく、遺構の検出が困難な箇所 もあった。調査は、

遺構確認面を明らかにするために、調査区域の南半分に試掘 トレンチを 5本設定 し掘 り下げた。

その結果、表土下約40cmで土器が多量に出土 し、また、石組状の遺構が確認された。そこで、

北半分は、表土を重機により排土 し、その後 5mグ リッドを調査区域内に設定 した。

発掘された住居軒数は 8軒で、 1号住居址については新旧関係が認められる。また、石囲炉が

2基存在 している。

袋状土羨は 3基、埋甕 (単独)2基 (曽 利式土器)が確認された。

出土遺物は、縄文時代前期の諸磯式土器が 1号住居l■ から、縄文時代中期の井戸尻式上器 (底

部が欠損)が袋状土羨から、 1号住居l■を除いた他の住居址からは、曽利式土器がそれぞれ出土

した。

このような調査結果のため、今回は調査予定面積1,000m2の うち500m2の 調査にとどまった。

甲ッ原遺跡位置図

遺構配置 (南方向から)
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遺構配置 (北方向から)

○
+

●a

乙 +
2     。

翌。Ol>

。OO
0

+ も +P° 5

+  性二上_ゴ
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引

試掘 トレンチ (南側 )

配石(?)状況
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しおかわ

塩川遺跡

所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

北巨摩郡須玉町比志3870番地他

(A区 )

北巨摩郡須玉町小尾200番地他

(B区 )

塩川ダム建設事業

1989年 5月 15日 ～1990年 7月

(予定 )

A区約2,000m2

B区約10,000m2

八巻輿志夫、保坂裕史

塩川遺跡は、塩川 と本谷川の合流点付近に形成された河岸段丘上に立地する。A区は、本谷川

左岸の旧須玉北小学校の東南に位置 し、 B区は、合流点の北東塩川左岸、増富録育園を含む一帯

に位置する。調査は、平成元年 5月 から同 2年 7月 までの予定であ り、現段階ではA区全域 と、

B区の約半分の調査が終わった ところである。

A区では縄文時代中期前葉の土羨墓が10基、平安時代の住居址が 1軒確認されている。10基の

土羨の うち遺物が出土 しているのは 2基で、 1号土羨覆土上層から該期の甕の底部が出上 し、ま

た 3号土壊からは該期の浅鉢が完形で出土 している。住居址は床面下まで攪乱が及んでお り、甲

斐型土器の皿の破片、同時期の土器片が僅かに見られる程度で、遺物の出土状況は希薄である。

その他、焼土を伴 う濤状遺構が検出されてお り上師窯の可能性 もある。

B区では、縄文時代中期後半の住居l■ 4軒、平安時代の住居址 1軒、中世の竪穴住居l■ 1軒、

中世後半の地下式土壊 1基、中世の竪穴状遺構50基、中近世の掘立柱建物址 2群、近世の土羨墓

74基が確認されている。遺物は縄文時代前期初頭から中期、後期、古墳時代、平安時代、中世、

近世 とまんべんなく出土 している。

これまでの調査で、塩川集落の成立は江戸時代にさかのばるとい う、当地に伝わる伝承を修正

しなければならない結果が出つつある。また、甲斐国の古道のひとつ「穂坂路」の要所に位置す

ることと、中世後半 (戦国期)の遺構が濃密に検出されたことから、中世～近世にかけての街道

沿いの集落遺構 として注目される所である。

更に、 B区で確認されている74基 の近世土羨墓 とそれに伴 う人骨は、近世山村集落の生活実態

をより具体的に知る手掛か りとして、大変重要なデータを提供することになると考えられる。埋

葬については、単独で埋葬されているもの、男女 1対がとな りあ う形で埋葬されているもの、ま

た、子供を含め 3体～ 4体がごく近いところに埋葬されているものなどがある。副葬品も多岐に

わたる。キセル、火打ち石、銭の出土は多 く、陶磁器類などの生活用具、銅製かんざし、鏡、小

刀なども出土 している。

塩川遺跡位置図
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塩川遺跡発掘風景 (B区 ) 21号 (左 )人骨出土状況 (B区 )

0                10Cm

3号土壌出土土器 (A区 )
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小柄 (B区 )

1号住居址 (B区 )

小柄 (B区 )
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所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

し し の まえ

獅子之前遺跡

塩山市千野字獅子之前404-1他

国道411号 ノミィパス建設

1989年 5月 15日 ～12月 4日

3,000m2

長沢宏昌、高野玄明

獅子之前遺跡は塩山市中心部にはど近 く、

重川右岸の微高地上、標高約450m前後に位

置する。調査は重川に沿 って幅約14m。 長さ

約230mに わたって行われ、住居址17軒、土壊79基 の他、濤・川跡や浅い谷などが確認された。

住居l■ のうち、 7軒は当地域でこれまで未確認の縄文時代前期末に位置付けられるものである。

各住居址 とも遺物は土器を中心に多量に出上 してお り、特に 3号住居l■ からは小破片が大量に出

土 した。残 りの10軒は総て平安時代であ り、 9世紀半ばから12世紀代まで幅広 く居住 しているこ

とが確認された。

土壊の 1基は平安時代に位置付けられるが、それ以外は、縄文時代前期末～中期初頭の土器を

出土 してお り、完形土器を埋納 したものも含まれている。40号土壊からは前期最終末の深鉢 2個

体 と有孔鍔付土器 1個体が出上 し、 2号・75号土羨などからは前期末や中期初頭の深鉢がほぼ完

形で出土 した。

住居址に伴 って、前期後半の土偶が 3点出土 した。 この時期の上偶はこれ まで釈迦堂遺跡群

(塚越北A遺跡)で 7点、大泉村天神遺跡で 1点が出上 している。いずれ も板状土偶で立体的で

はない。本遺跡で出上 した 3点のうちの 2点は脚部で、立体的であると同時に粘土紐による施文

もあ り、この時期の上偶 としては他に例を見ない。また、一昨年花£山遺跡で出土 した人形状土

製品も確認された。本資料は、これまで花鳥山遺跡で確認された15点以外には東京都下でただ 1

点報告されているだけである。

本遺跡の特徴 として水晶の出上が多いことがあげられる。現在までに80点以上の原石・ 崇J片が

確認されている。本遺跡の北約 3kmには「水晶山」 という水晶採掘坑があ り、この麓に位置す

る乙木田遺跡からは先頃の山梨学院大学による調査で中期の水晶工房跡が確認されている。釈迦

堂遺跡群 (本遺跡の南南西約 8km)では早期末～前期初頭にかけて特に水晶の使用頻度が高 く、

中期まで引き続き利用されている。釈迦堂遺跡群や本遺跡・乙木田遺跡などの水晶の産地同定が

最重要であることは言 うまでもないが、本遺跡 と同時期で、かつ最大級の遺跡である花鳥山遺跡

(本遺跡の南南西約14km)で は水晶の石器あるいは原石・ 崇1片は出土 しておらず、水晶使用の

継続性 と供給範囲・交易を知るための良好な資料 となろ う。

―-16-一
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だいりんじひがし

7.大輪寺東遺跡

所 在 地 韮崎市旭町上条北割字宮下3227

番地ほか

事 業 名 旭バイパス建設

調 査 期 間 1989年 6月 5日 ～ 9月 27日

調 査 面 積  2,400m2

担 当 者 新津健、九山哲也

大輪寺東遺跡は、韮崎市旭町上条北割字官

下に位置する。今回の調査区域は、釜無川右

岸の標高400mの 水田地帯にある甘利山大輪寺に接 した地域である。 このあた りには、武田信義

館跡 。白山城・ 白山城峰火台跡・ ムク台蜂火台跡・甘利氏館跡・ およびその要害の城 といわれる

扇平など中世城館跡が点在 している。なかでも大輪寺を中心 とした地域には、「 甲斐国志」によ

ると甘利氏の居館があったとされている。実際、寺の境内には土塁の一部 と思われる高まりが認

められるとともに、周辺には、「大堀」「大庭」「的場」「北関」 といった地名が残されている。

調査は、発掘区域を大輪寺の東側から 1区 とし、北に向かって 2区 3区 と道路によって分割す

るとともに、道路中心杭を基準に 5m× 5mの グリッドを設定 した。

1区からは、建物の礎石 と雨落ちの石 と思われるものが検出できた。さらにそれを取 り囲むよ

うに濤が回っている。この区域からは、白磁・青磁 。天目などの陶磁器片が出土 している。また、

何本もの濤が検出されたが、この濤 と現在の地割は、ほぼ同 じである事 も興味深い。

2区からは、小穴が、多数検出されている。内耳土器を伴った 2号住居の小穴からは、大窯期

の丸皿が出上 した。別の建物の柱根が残った小穴からは、土師質土器が出上 している。

濤については、 8本が検出できた。 4号濤からは、土師質土器片とともに、「曲物」「漆塗 り

椀」「 自在鈎」「桜の皮」等の木製品や「 モモ」「 ウメ」「 クル ミ」「 カヤ」「 クリ」などの実

が出上 した。桜の皮については、棒に巻き取 られてお り、曲物などの材料 として蓄えられていた

ものではないか と考えられる。

墓羨は 2基あ り、その うち 1基からは、土師質土器 5個体・銭 6枚・ 数本の歯が出土 した。

石列も現在の地割に平行する位置に検出できた。そのわきから発見された五輪塔の地輪には、

三面に「佛」 。一面には「佛」を囲んで「霊菩提為Jと 墨で記されている。

平安時代の竪穴式住居址は、 2軒検出できた。その うち 3号住居の覆土からは、おびただ しい

数の須恵器片が出土 した。住居の中央部には置柱が、南北には柱根を残す柱穴が、認められた。

調査区域の北側、御坊沢の後背地 とみられる場所から弥生時代後期から古墳時代にかけての上

器が出土 している。低湿地に投げ込まれたものと、地面に張 り付いたようになったものがある。

4個体が復元可能であった。付近に集落があったものとみなされるが、今回の調査では確認でき

なかった。

大輪寺東遺跡位置図
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中世の建物跡 4号溝木器出土状況
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なかごみ

中込遺跡

所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

北巨摩郡長坂町字大井 ヶ森

八 ヶ岳広域農道建設工事

1989年 6月 5日 ～ 7月 26日

970m2

保坂康夫、浅利司

中込遺跡は、八 ヶ岳南麓標高900mの 、古

柚川によってつ くられた小さな河岸段丘上に

立地する。遺跡の東側は、古柚川に切られた

崖 となっている。古柚川を挟んだ東側 と遺跡の西隣には、韮崎岩暦流による「流山」がある。段

丘面には緩やかな起伏があ り、かつて流路であったことが想像される。周知の遺跡ではなかった

が、建設工事に先立ち試掘坑を入れた ところ数片の上器片と石器片が確認され、今回の調査にい

たった。

発掘は既存の道路で東西に分けて実施 した。東区は全面的に発掘 し、西区には 2m× 5mの ト

レンチを 3本入れたが、どちらからも遺構は一切検出されなかった。遺物は、東区から400点 ほ

どが出土 し、西区からはほとんど出土はなかった。地表から浅いところで韮崎岩暦流がみられ、

谷部以外は土壌堆積は薄かった。全体的にみて、遺物は尾根部から続 く斜面に多 く出土 した。

出土遺物は土器 と石器である。土器は縄文時代早期末のものを中心に、縄文時代草創期から後

期までのものである。草創期に属する爪形文土器はわずか 2点のみの出上であるが、県内では草

創期に属する人々の痕跡が確認されていなかったため、貴重な資料である。早期末の上器 として

は、絡条体圧痕文を有する土器が出上 してお り注 目される。絡条体圧痕文土器は、子母口式上器

の指標 とされてきたが、近年、早期末にも存在することが確認され、その時間的、空間的広が り

が注目されている。伴出している条痕文を有する土器 。貝殻腹縁文を有する土器 とあわせて、不

明な点の多い当該期を解明する一資料 とな りそ うである。これ らの他に、中期初等五領 ヶ台式上

器などが出上 している。石器は黒曜石製の石槍 2点をは じめとして、石鏃、磨石 。敲石類、凹石、

打製石斧、横刃形石器、礫器等が出上 している。石槍は幅 2cm、 長さ4cmほ どで、縄文時代で

も古い時期のものと思われる。磨石の中には早期末に特徴的な、いわゆる「特殊磨石」が含まれ

ている。

これ らの遺物は、分布上いくつかのまとまりを形成 している。 とくに石器は機種 ごとに分布が

分かれる傾向にあ り、土器の分布状況 とあわせて、当時の生活様式の一端を知る上で興味のある

事実である。

中込遺跡位置図
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遺跡遠景

東区発掘状況

東区発掘状況

聰 絨

五領ヶ台式上器出土状況

絡条体圧痕文土器
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ひがしやまみなみ

東山南 (B)遺跡

所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

東八代郡中道町下向山字東山

公園整備事業

1989年 5月 6日 ～ 7月 25日

8,000m2

末木健、小林広和

曾根丘陵は甲府盆地南縁部の丘陵地帯の総

称で、背後の御坂山塊よリテラスに張 り出し、

笛吹川の氾濫原にいたる。この曾根丘陵は東
東山南 (B)遺跡位置図

の境川村より西は市川大門町にいたる東西約12.5km、 南北約 3kmの 広が りが認められ、標高は

270～ 400mを 測る。地形は一様でなく丘陵先端部の高位段丘 と、丘陵を分断する小河川により変

化にとんでいる。遺跡はこの丘陵地帯のほぼ中央の標高380mを測る東山に位置する。

調査は、現状が休耕の桑園、または山林の状態 となっていたため、抜根を行った後、機械によ

り耕作土を全面にわた り除去 した。東山南遺跡は、昭和56年度に今回の西側の地区を調査 してお

り、これ と区分するため56年度分をA区、平成元年度分を B区 とした。

発見された遺構は、弥生時代の住居址 1軒、古墳 2基、古墳時代の竪穴状遺構 1基、風倒木痕

2カ 所、時期不明の濤 2本である。弥生時代住居址は、小判形に近い長方形状を呈 し長軸4,93m、

短軸4.12mの規模を有 して、主柱穴 4本、入 り日施設に伴 うピット1カ 所、地床炉が検出された。

遺物は、弥生終末の上器類が主体を占める。古墳時代では、 5世紀中葉に築造が求められる 2基

の古墳が検出されたが、 1基は大部分が調査区域外であるため、濤の一部を確認 したにとどまっ

た。 1号墳は耕作等により削平が進み、墳丘の一部が僅かに残る程度であるが、本県でのこれ ら

小型円墳例は、これまでの調査では濤のみが検出され、主体部は勿論墳丘 も確認されなかったの

が現状であ り、その意味でも本例のもつ意義は大きいものといえる。墳形は濤のあ りかたから、

円墳 と考えられ、蒔にかかる陸橋部は 2カ 所が確認 される。規模は16.5m、 濤幅2.3～ 3.05m、

深さ0.5～ 0,9m前 後を計測する。遺物は、濤底より土師器高外類が南西よリブ リッジ付近 よりで

破片の状態で比較的集中して出土するのが認められる。また須恵器把手付碗 1個体が破壊 され四

方に撒かれたように、破片で濤内の西部、南部、東部の 3カ 所 より検出されているのが特記され

る。

2号墳は、濤の一部確認にとどまったがブリッジが 1カ 所認められ、遺物では須恵器、石鏃等

が検出されている。また濤以外では墳丘の高まりが僅かに認められ、過去にその箇所 より鉄鏃の

出土も伝えられるところから、今後の調査に期待される。古墳時代、竪穴遺構は 2号墳の陸橋部

南側に位置する。形態は瓢箪状を呈 して、立ち上が りもシャープさに欠け緩やかに立ち上がる。

底は踏み固められた痕跡 もなく、柱穴等の施設も認められない。遺物は土師器類が少量出土 して

いる。
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東山南 B区、 1号墳全影 。西より 東山南 B区、 1号住居址全影
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東山南 B区、 1号墳出土遺物

東山南 B区、 1号住居址土器出土状況
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所 在 地

事 業 名

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

東八代郡八代町南字身洗沢4632

番地他

県道石橋・ 石和線建設

1989年 6月 12日 ～11月 24日

と,690m2

中山誠二、今福利恵

甲府盆地の南東部に位置する御坂山地から

北に展開する浅川・ 天川扇状地の扇端部に本

遺跡は立地 し、標高は約269mを 測る。調査区域は、幅約12mで約140mの長さにわたって扇状地

を横断するもので、地形は複数の微高地 とその後背湿地により複雑に構成される。

今回の調査の結果、弥生時代後期から古墳時代初頭を中心 とする遺構が発見されたほか、縄文

時代や平安時代の土器がわずかにみられ、また近世においての水田施設が検出された。

弥生時代の遺構は、住居址 2軒 と水田址が調査区の北側で確認された。いずれ も土器片などか

ら弥生時代後期に属するものと考えられる。住居l■は微高地上に立地 し、その南側の微高地に挟

まれた幅約10mの 谷部に水田が営まれている。水田は洪水砂を挟んで、上下に 4層みられる。上

層の 2枚の水田址は、断面により確認 したが、遺存状態がわるく畦畔を検出できなかった。中層

の水田llLは、足跡を検出することができ、また植物遺体を多量に含む部分が帯状に見られ、これ

を断面により畦畔 と判断 した。もっとも保存状態が良 く、畦畔が検出できたのは最下層の水田址

で、 3本の畦畔 と濤が確認された。畦畔は谷の方向に沿ってつ くられ、谷を横切る方向の陸畔は

認められない。面 としては北へ向かって階段状に低 くなってい く。

この時代の遺物は、とくに谷部の水田址に集中 してみられ、土器片の他に木製品が多 く発見さ

れた。木製品は保存状態が良 く、クワやその未製品、ヒザエクワ等の農耕具の他、剣や漆塗の櫛、

さらに板材に穴をあけて桜の皮で綴 じた用途不明のものなどがみられる。またモモやクル ミ等の

種子類や流木などの自然遺物 も多 くみられ、水田が廃棄された後にゴミ捨場 として利用されてい

たと思われる。水田址の下層からも多 くの流木や立木、種子などの自然遺物の他、土器片も検出

された。

古墳時代の遺構は、小竪穴状遺構 1軒 と濤状遺構そして柱穴群が、調査区の南側の微高地上で

確認された。いずれ も古墳時代初頭に属する。小竪穴状遺構は径 3m程で、火災を受けてお り、

その構築材が倒れ こんだ状態で残されていた。濤状遺構は、幅50cmの 濤の中に多量の上器片が

敷き詰められていた。柱穴群は主に調査区の中央部付近に集中してみられるが、その並び方は不

規則で何 らかの建物址 とは半J断 しがたい。遺77Jは奏や重、器台形土器などのほか磨製石鏃がみら

れ、調査区の南側に集中 してお り、さらに自然堤防をはさんだ反対側の、弥生時代の水田址のあっ

た谷部にもみられる。

身洗沢遺跡位置図
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弥生時代後期の水田面と畦畔
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11.湯沢遺跡

所 在 地 北巨摩郡高根町下黒沢字湯沢

3054-3

事 業 名 峡北中核工業団地内植栽事業

調 査 期 間 1989年 7月 31日 ～10月 26日

調 査 面 積 5,000m2

担 当 者 保坂康夫、浅利司

湯沢遺跡は、甲府盆地北西部の七里岩台地

上、標高610mの 地点に立地 している。 この

台地は、八 ヶ岳の山体崩壊に伴 う韮崎岩暦流が舌状に流れだ して形成されてお り、本遺跡はこの

東縁にある。遺跡の南側には、この台地を深 く削 りこんで鳩川が流れている。台地から一段下がっ

たところは塩川水系がつ くる低地 となっている。この辺 りは、八 ヶ岳南麓へ進入する交通の要所

にあたる。

発掘調査は1983年に高根町教育委員会によリー度行われてお り、平安時代の掘立柱建物址15棟、

竪穴住居llL27軒、概列等が確認された。八 ヶ岳南麓の一般的な集落とは様相を異にすることから、

官衝的性格の強い遺跡 として注目されている。今回の発掘は、前回の発掘区の背後 (北側)にあ

たる部分の緩やかな傾斜地が対象であった。 トレンチをまんべんな く入れ、遺物 。遺構の確認さ

れた部分を広げていった結果、平安時代の住居址 1軒 と時期不明の濤 3本、炭焼き遺構 1基、1,

400点余 りの遺物が確認された。住居 l■ は発掘区の南縁にあ り、亀から南側半分は、耕作により

すでに湮滅 していた。住居址の東側に設けられた亀 も、一部の施設を残 して崩壊 していた。その

ため遺物の遺存状況は悪 く、甕、外等の上部が出上 したにすぎない。 しか し、残存 していた住居

の北半から、鎌の刃部が完形で出土 したのが注目される。壁ぎわの周濤に置かれたように残 され

ていた。濤は発掘区の東側に一本、南側の一段下がった地区から2本確認されている。南側の う

ちの一本は、比高差 2mほ どの崖下際に、深さ lm弱で掘られてお り、当所が畑地 として利用さ

れていた時代のものと思われる。炭焼坑 と思われる遺構は、たて 4m、 よこ2m、 深さ0.5mほ

どの隅丸方形のプランで、焼上が堆積 した焚き口と思われるピットをもち、床面全体におびただ

しい波が牲積 していた。 この他、深さ30cmほ どのピットが数箇所確認されたが、その性格は不

明である。

前回の発掘区に隣接することから、当初かな りの遺構が確認されるのではないか と予想 してい

たが、地形が斜面にかかるためか、予想外に少なかった。当遺跡の中心は、やは り南側の平坦地

とい うことになる。縄文時代の土器、近世のキセルなども出土 しているが、小片がほとんどであ

る。全体的には発掘区の南側から多 く出上 した。

湯沢遺跡位置図
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発掘調査風景 遺物出土状況

炭焼遺構 1号住居址

1号住居址カマ ド付近 1号住居址鎌出土状況
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こうさい

12.甲 西バイパス地内試掘調査

調査対象地域

事  業  名

調 査 期 間

調 査 面 積

担  当  者

中巨摩郡 白根町在家塚～櫛形

町十五所

甲西バイパス建設計画

1989年 11月 6日 ～12月 27日

90,000m2

九山哲也、吉岡弘樹

甲府盆地西縁を南北に走る国道52号線の東

側にほば平行に、甲西バイパス建設予定地が

あ り、今回、平成 2年度からの本調査対象地

域を把握するための試掘調査を行った。なお、

本年度試掘調査分は、中巨摩郡自根町在家塚

より櫛形町吉田に至る約 2kmの 区間である。

現況はそのほとんどが果樹栽培地と荒地となっ

ている。

トレンチの設定は、用地買収が70%終了及

び完了 した場合のみとし、約20m間隔に2m
×2mの トレンチを106ヵ 所設定 した。 この

結果、白根町内については砂珠層が1.5m～ 2m以上の堆積をみせてお り、旧河川の氾濫原であっ

たことが判明 し、遺構、遺物は一切検出されなかった。また、櫛形町部分では、七ツ内遺跡、十

五所遺跡の存在が明らかになった。

(七 ツ内遺跡 )

試掘調査 と平行 して行われていた地中 レーダーによる調査から当地域に遺構らしい反応が確認

されたため、 トレンチを密にかつ大規模に設置 したところ、 1・ 2号 トレンチの黄褐色砂質粘土

層上面 (深 さ約1.7m)よ り、幅約 lmの濤状遺構を検出 した。形状は、 1号 トレンチより2号

トレンチヘ続 く偏平な弧状を呈することが想定できる。遺物は濤状遺構覆土中より灯明皿 1点が

出土 した。

(十五所遺跡 )

当遺跡の存在は、以前より知られてお り、主部は路線用地 より、北東方向にあたる。地中 レー

ダーによる調査で他地区とは違 った安定 した土層が認められ、各所に遺構 らしい形跡が うかがえ

られたため、 トレンチを大規模にかつ密に設定 した。

遺跡主部に接近する 1～ 3号 トレンチからは、 S字状口縁台付甕形土器を含む古墳時代の土器

片が出土 した。特に 3号 トレンチでの出土量は著 しく多 く、住居址の可能性を高めている。

4号 トレンチからは、南北方向に幅約80cmの 濤状遺構が検出された。

5号 トレンチでは、 1～ 3号 トレンチと同様に古墳時代の上器片が多重に出土 した。

甲西バイパス建設予定路線位置図
A 十五所遺跡  B七 ツ内遺跡
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十五所遺跡薄状遺跡検出状況

十五所遺跡範囲図
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ふ ど き  おか

13.風上記の丘キャンプ場予定地試掘調査

地

名

在

業

所

事

東八代郡中道町下向山宇東山

甲斐風上記の丘 。曾根丘陵公園

キャンプ場建設事業

1989年二10月 17日 ～10月 27日

10,000m2

末木健、山本茂樹

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

キャンプ場予定地は、甲府盆地南東部の曾
風上記の丘キャンプ場遺跡位置図

根丘陵に建設された風土記の丘・曾根丘陵公

園の西側斜面に位置する。

1988年 に稲荷塚古墳の調査、1989年 1月 に東山南遺跡 C地区の調査 (遺構 。遺物は発見されな

かった)がなされ、同 じ東山を共有することから試掘調査が行われた。

今回の試掘は、26本 の トレンチによる遺跡確認調査を実施 したが遺構・ 遺物は発見できなかっ

アこ 。

風上記の丘キャンプ場遺跡位置図

14号 トレンチ試掘状況 22号 トレンチ試掘状況
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Л
叶

やつがたけ

八ヶ岳東南麓遺跡ほか分布調査

北巨摩郡大泉村西井出

県道 (八 ヶ岳公園線)および八 ヶ

岳広域農道建設計画

1989年 12月 13日 ～12月 20日

4,000m2

山本茂樹、森原明廣

地

名

在

業

所

事

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

県道および広域農道建設計画が八 ヶ岳東南
八ヶ岳東南麓ほか分布調査位置図

麓で進められている。建設計画の対象は山林

地域が主体であ り、表面採集による分布調査が困難であるため、用地買収が終了した場所から年

次計画で試掘調査を続けている。今年度は、県道 (八 ヶ岳公園線)建設予定地の該当地域の試掘

調査を主体 として実施 した。

調査対象 としたのは、北巨摩郡大泉村西井出地内の油川右岸の南緩斜面である。標高は800m

前後であ り、現在は山林 となっている。調査対象地域の南側は、すでに甲ッ原遺跡 として調査が

行われ、縄文時代前期・ 中期の集落址が検出されている。

調査は1989年 12月 より始め、長さ約400m、 幅約10mの範囲について実施 した。試掘坑は 5m

×lmで計51ヵ 所を設定 し、地山ローム層まで掘 り下げることを基本 とした。

調査の結果、北側部分の約1,000m2に ついては、表上下20～ 30cmで ローム層に達 し、遺物・遺

構は検出されなかった。本調査の必要はないものと判断される。南側部分の約3,000m2について

は、表上下20cm程で黒色土あるいは黒褐色上が見 られ、この上層中に縄文時代前期・ 中期に属

する土器片を包合する。また、一部の試掘坑では住居址・ 土羨等のプランも確認されている。為

そらく、南接する甲ッ原遺跡 と連続する

ものと考えられ、本調査が必要 と判断さ

れる。

]と、!

八ヶ岳東南麓ほか分布調査位置図
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Ⅲ 県内の概況

1.調査の件数と状況

グラフに示 したように、今年度は県内で83件 の調査が行われている。中央自動車道に伴 う調

査が本格化 した1979年度以降発掘調査は増え続けてお り、今年は、調査件数が80件を上回る勢

いである。件数の増加 とともに、 1件あた りの調査面積も大きくなっている。 これにはいろい

山梨県埋蔵文化財発掘調査件数推移
(単位 :件 )

年 1978 1980 1981 1982 1983 1985 1988 1989

学 術 調 査 7 3 3 2 l 3 2 7 17

緊急調査 8 9 35

合   計 36
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ろな要因があるが、たとえば圃場整備による遺跡の調査は、それまでの点あるいは線の調査か

ら面の調査へ と規模を変え、一つの集落をそっくり調査する状況 となった。また、最近では都

心の地価高騰の厚 りを受け、広範な土地を求めて地方に進出する企業が多 く、そのための大規

模造成が各地で行われ、当然のことながらこれ も大規模調査の原因 となっている。いま、県内

で最 も関心を集めている リニア実験線や中部横断自動車道の建設にかかわっての大規模調査は

来年度から本格化することになっているし、さらにこれ らを見越 したゴルフ場造成、 リブー ト

開発など地元よりも都会優先の開発が引っ切 りなしに行われている。都心 との時間的距離がま

すます短縮される方向にある現在、こういった様々な開発は当分止みそ うにない。

このような状況で、県でも担当職員の増員をはかっているが、市町村では担当職員を配置 し

ていないところが多 く、また、配置 しても 1人だけ というところが殆どである。大規模開発に

は対応 しきれないのが現状であ り、設計変更や調査期間の延長ができる場合はまだ しも、期限

などの問題で開発側 と トラブルが起こることは充分予想される。担当職員の増員 とともに、新

たな広域埋蔵文化財センターの設立など、組織的協力体制を考えなければならない時期にきて

いると言えよう。

2.県内の主な発掘調査

例年、話題を集めた遺跡について遺跡調査発表会で一般向けの報告を行っていることは既に

述べたが、時間の制約上、 1回 に 3な いし4遺跡に限られてお り、話題に上ったものの報告も

れ となったいくつかの遺跡について概要を述べることとする。

まず、韮崎市官の前遺跡では、縄文時代前期～平安時代にかけての住居址70軒 、掘立柱建物

跡10棟、合口甕棺 1基、土拡などが確認された。平安時代の住居l■の うち、火災住居址の灰か

らは稲のプラントオパールが確認され、屋根が稲藁であったことが実証された。また、円面硯

や県内初の奈良三彩蓋など役所跡 との関係を連想させる遺物が出上 してお り興味深い。また、

平安時代の水田跡も確認され、陸畔や人・牛などの足跡 も確認された。

東八代郡石和町松本塚の越遺跡は店舗建設に伴 う事前調査で、古墳時代～平安時代にかけて

の住居l■ 105軒 、掘立柱建物跡 4棟などが確認された。住居 l■ は古墳時代後期35軒 、奈良時代

8軒、平安時代57軒などとなっている。また遺構には伴わないものの、県内では非常に類例の

少ない古墳時代中期の一括資料が出土 している。石和町内の笛吹川右岸は明治期の水害により、

遺跡は流失 していると思われがちであったが、む しろ厚い砂の堆積により良好な状態で保存さ

れていることが明らかになった。このことは同時に砂層に覆われた他の遺跡の存在 も予想させ

るものである。

遺跡調査発表会でも一部の報告が行われたが、甲府市武田氏館跡では、その後の調査で館の

西曲輸南門に「馬出 し」土塁を確認 した。この土塁下には今までその存在を知られることのな

かった堀が新たに確認され、内部から漆塗 りの椀 と完全な状態の馬の全身骨格が出土 した。馬

の全身骨格の発掘は全国的にも殆 ど例がないものである。出土状況から16世紀前半 と思われ、

オスで 5才～10才 と推定されている。歯の状態などから一般の農耕馬でなく、騎馬の可能性が
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強い。

塩山市黒川金山遺跡の調査に啓発され、 2つの遺跡の調査が行われた。西八代郡下部町湯之

奥中山金山遺跡は、考古学・ 民俗学・文献史学・ 鉱山学などの視点から金山を多角的に分析 し

ようと、今年度から3カ 年の予定で発掘調査が開始された。本年度はその第 1年次。 8月 4日

～31日 まで調査が行われ、精練場のテラス・ 炭窯や石日、あるいは生活用具などが出上 した。

金坑、居住域、作業域などからなる「鉱山町」が形成されていたことが明らかになった。また、

文献調査では当地域の統治者であった穴山氏の古文書だけ しかみられないことから、湯之奥鉱

山と武田氏 との拘わ りは薄 く、湯之奥金山が穴山氏の所有であった可能性が指摘されている。

一方、塩山市乙木田遺跡は、縄文時代中期の遺跡 として知 られているが、遺跡の北約500mに

水晶山と呼ばれる水晶原産地があ り、以前に水晶の原石 とともに石器 も採集されていることか

ら水晶加工場が存在するのではないか、とい う想定のもと本年 9月 に調査が行われた。今回の

調査は僅か130m2ぁ まりの面積のため、加工場の全容を明らかにするまでには至っていないが、

トレンチの一つからは水晶の原石 と多量の破片 とともに上部が平滑になった台石が出土 してお

り、加工場であった可能性が極めて強い。また、近接の トレンチでは住居址 も確認されている。

周辺の遺跡への水晶の供給など、縄文時代の交易を探る貴重な調査と言えるものである。

以上、雑駁ながら今年度調査された主な遺跡の概要を述べたが、とか く小規模な遺跡調査の

場合はマスコミなどに取 り上げられることもなく、ひそかに消滅 して行 くものが多い。大規模

なものは日立つだけに、十分な調査体制を取ることも可能であるが、小規模なものについては、

一歩間違えば調査が不十分なまま遺跡が消滅することにもな りかねない。今、埋蔵文化財セン

ターとしての指導的役割が十分発揮されなければならない時期であると言えよう。
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